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中外製薬.IR 検 索より詳細な業績の情報は、当社のIRサイト https://www.chugai-pharm.co.jp/ir をご覧ください。

Core実績連結財務ハイライト（2020年1月1日～2020年6月30日）
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［1株当たり配当金及びCore配当性向の推移］

戦略的な投資資金需要や業績見通しを勘案したうえで、Core.
EPS対比平均して45％の配当性向を目処に、株主の皆様へ安定
的な配当を行うことを目標といたします。中間配当につきましては
次のとおり実施させていただきます。

2020年12月期中間配当について

1株につき75円中間配当金

売上収益�3,681億円
（前年同期比.14.9%増）

営業利益�1,437億円
（前年同期比.38.8%増）

四半期利益1,045億円
（前年同期比.39.1%増）

研究開発費� 529億円
（前年同期比.10.4%増）

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼
申しあげます。
この度の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に罹
患された皆様ならびに令和2年7月豪雨により、甚大な被害
を受けた皆様にはお見舞い申しあげます。
ここに2020年度中間期（2020年1月1日から2020年.
6月30日まで）の事業の概況をご報告申しあげます。
株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援

ご協力を賜りますようお願い申しあげます。
2020年8月

代表取締役会長
最高経営責任者

代表取締役社長
最高執行責任者

会社の概況／株式の概況 （2020年6月30日現在／株式分割前）

株主の皆様からのご意見・ご要望を今後の株主様とのコミュニケーション活動の参考とさせて
いただくため、WEBアンケートを実施いたしますので、ご協力をお願い申しあげます。
お手元に届きました「株主通信」にご案内がございます。ご参加をお待ちしております。

［ 株主様アンケートの実施について ］

証券コード.4519

2020年度 中間期

2020年1月1日〜 2020年6月30日
B U S I N E SS  R E P O R T  2020

株 主 通 信
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中長期の持続的成長に向けて「 IB I 21」の完遂を目指す

2020年度中間期は、COVID-19の感染拡大により、当社の
事業活動においても一定程度の影響を受けたものの、業績への
大きなマイナスインパクトは生じませんでした。
結果として連結業績（ Core実績 ※1、以下同）は、製商品売上

高、 ロイヤルティ ※2等収入及びその他の営業収入がともに伸長
し、売上収益が3,681億円（前年同期比14.9％増）と増加しまし
た。利益面は増収効果に加え、製商品原価率の改善が進み、
営業利益1,437億円（同38.8％増）、四半期利益1,045億円（同
39.1％増）と2019年度中間期に続き過去最高を更新しました。
国内製商品の売上高は、本年4月の薬価改定と後発品浸透の
影響を受け、2,046億円（同2.6％減）となりました。がん領域は
「テセントリク」「パージェタ」が好調に推移したものの、「アバス
チン」「ハーセプチン」の売上が減少し、骨・関節領域は「アクテ
ムラ」、腎領域は「ミルセラ」の売上がそれぞれ減少しました。そ
の他領域は、血友病A治療薬「ヘムライブラ」の市場浸透により
増収となりました。
海外製商品の売上高は、「アクテムラ」「ヘムライブラ」のロシュ
向け輸出が寄与し、1,010億円（同39.5％増）となりました。
ロイヤルティ等収入及びその他の営業収入は、「ヘムライブラ」

に関するロイヤルティ及びプロフィットシェア収入の増加などによ
り、625億円（同64.9％増）となりました。

※1. Core実績 …当社事業の核（コア）である医薬品事業から発生する経常的な
収益性を管理するための指標。IFRS（国際会計基準）実績から、当社が非経
常的と捉える事象に係る損益等を除いたもの。

※2. ロイヤルティ …特許権、商標権など、知的財産権の実施許諾に対する対価。
※3. 個別化医療 …ある病気に対して同一の薬で治療を行っても、患者さんに
よってその効果や副作用に差が生じることがある。これは、病気に関係する
遺伝子情報が患者さんごとに異なっているのが原因の一つと考えられてい
る。個別化医療は、この遺伝子レベルの違いに着目し、患者さん一人ひとりの
病気の特性に合わせて治療を行うもので、有効性や安全性、医療経済性など
の面で大きなメリットが期待される。

用語解説

成長に向けた価値向上と機会創出が進展
デジタル化の推進や新人事制度の導入も開始

事業活動はコロナ禍においても
大幅な増収増益、中間期の過去最高を更新

3ヵ年中期経営計画「IBI.21」は、2年目の重点方針として以下
の通り4項目のテーマを掲げ、この半年間で各方針にもとづく成
長戦略を着実に進展させています。
「成長ドライバーの価値最大化」では、「テセントリク」が肺がん
を中心に売上を拡大し、新たに肝細胞がんの承認申請を行った
ほか、自社創製品である「エンスプリング」が国内で視神経脊髄
炎スペクトラム障害の承認を取得しました。
「次世代成長機会の連続創出」では、新たな自社創製の抗体と
して開発中のスイッチ抗体STA551（➡3ページトピックスご参照）
の固形がんを対象とする第Ⅰ相臨床試験を開始しました。
「 個別化医療 ※3高度化・デジタル活用基盤の構築」では、進
行固形がんの患者さんを対象とした血液検体を用いた包括的な
がん関連遺伝子解析システム「FoundationOne.Liquid.CDx」
の承認申請を行いました。また、デジタルトランスフォーメー
ション推進に向け「CHUGAI.DIGITAL.VISION.2030」を策定し
ました（➡4ページ特集1ご参照）。
「抜本的な構造改革実行・Sustainable基盤強化」では、新経営
体制の下、人財施策強化の一環として、新人事制度の運用を開
始し、継続して戦略的な組織再編を実施していきます。

通期の連結業績については、期初の予想数値を変更せず、売
上収益7,400億円（前期比7.8％増）、Core営業利益2,750億円
（同22.3％増）、Core.EPS.122円（同19.7％増）を計画していま
す。これに対して当中間期の業績は、売上収益が49.7％、営業
利益が52.3％の進捗率となっており、順調に推移しています。
なお当社は、COVID-19に対する医薬品の研究・開発につい

て、「アクテムラ」の臨床試験をはじめとする取組みを進めています
（➡7ページご参照）。これらと並行して引き続き、従業員・事
業関係者の感染防止と、医療機関ならびに患者さんの負担軽減
に向けたサポートに努め、製品の安定供給体制を維持すべく万
全を期してまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜り

ますようお願い申しあげます。

現在、COVID-19に対する抗体医薬品を研究・開発中
医療現場をサポートし、製品の安定供給を維持

代表取締役会長　最高経営責任者..小坂 達朗

マネジメントメッセージ
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マネジメントメッセージ

株主コミュニケーションボード

トピックス

当社が創製したpH依存的結合性ヒト化抗IL-6レセプターモノクローナル抗体「エンスプリング皮下注120mgシリンジ」（一般名＝サト
ラリズマブ〈遺伝子組換え〉）について、「視神経脊髄炎スペクトラム障害（視神経脊髄炎を含む）の再発予防」を効能または効果として
2020年6月に製造販売承認を取得しました。
「エンスプリング」は2019年9月に視神経脊髄炎・視神経脊髄炎関連疾患を対象に希少疾病用医薬品の指定を受け、同年11月に
承認申請を行いました。同剤は当社独自のリサイクリング抗体技術を初めて適用しており、4週1回の皮下投与による自己注射が可能
な利便性の高い治療が可能です。視神経脊髄炎スペクトラム障害に対する新しい治療選択肢として、患者さんの治療に広く貢献してま
いります。

「エンスプリング皮下注120mgシリンジ」 
視神経脊髄炎スペクトラム障害（NMOSD）に対し、日本で製造販売承認取得

第109回 定時株主総会開催のご報告
3月30日、パレスホテル東京にて、当社の第109回定時株主総会

を開催いたしました。開会のご挨拶からの一連の流れ（質疑応答含む）
を、Webサイト上の
オンデマンド動画配信
でご覧いただけます。

株式分割のお知らせ
当社株式の投資単位あたりの金額を引き下

げ、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整
えるとともに、株式の流動性を高めることで投資
家層の拡大を図ることを目的とし、2020年6月
30日（火）を基準日として、同日最終の株主名簿
に記載または記録された株主の所有する普通株
式を、1株につき3株の割合をもって分割いたしま
した。なお、上記株式分割に伴い、2020年７月
１日をもって、当社定款第６条の発行可能株式総
数を799,805,050株から2,399,415,150株に
変更いたしました。

詳しくはホームページをご覧ください。 
https://www.irwebcasting.com/20200330/1/ad47f26fe4/
mov/main/index.html

STA551は、当社独自の抗体エンジニアリング技術であるスイッチ抗体™技術を適用した
初のプロジェクトであり、2020年3月に固形がんでの第Ⅰ相臨床試験を開始しました。
スイッチ抗体™は、正常組織に対してはスイッチオフされますが、病態組織に特異的な低
分子代謝物（スイッチ分子）が高濃度で存在する場合にのみスイッチオンされ、抗原に結合し
ます。これにより、毒性発現のため従来型抗体では狙えない標的分子が創薬ターゲットに入
り、がん領域においてより効果と安全性に優れた抗体医薬品の創製が可能となります。

スイッチ抗体™STA551の固形がんを対象とした第Ⅰ相臨床試験がスタート

標的細胞標的細胞
スイッチオン

病態組織

非標的細胞非標的細胞
スイッチオフ

正常組織

当社創製の抗IL-31レセプターAヒト化モノクローナル抗体ネモリズマブについて、マルホ株式会社が実施中の、中等度から重度のそ
う痒を有する13歳以上のアトピー性皮膚炎を対象とした第III相臨床試験の成績がThe.New.England.Journal.of.Medicine電子版
に掲載されました。

ネモリズマブ、マルホ社によるアトピー性皮膚炎を対象とした
第III相臨床試験成績がThe New England Journal of Medicine電子版に掲載
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特集 1

CHUGAI DIGITAL VISION 2030 を策定

ひとつの新薬を開発するのにかかる期間は10年以上とも言われています。また、新薬開発の成功確率は年々低下し、開発.
コストは増加の一途を辿っています。当社は、AIをはじめとした最先端のデジタル技術の活用によって、多様かつ大量のデータを取得・
解析することで創薬プロセスを革新し、この常識を変えていきます。
そのカギを握るのが、AIをはじめとするデジタル技術の活用です。多様かつ大量のデータを取得・解析する時間を大幅に短縮し、

コストを低減、創薬プロセスの革新を実現します。
また、疾患をより深く解き明かす新たな健康指標の創出や、医療ビッグデータを利用したヘルスケアサービスの実現など、様々な可
能性をデジタル技術で拓いていきます。

テクノロジーによって事業構造や組織、業務プロセスを変革し、新たな価値創造を実現する「デジタル・トランスフォーメーション
（DX）」の波が産業界に押し寄せています。当社はDX戦略の推進に向けて、2030年までの基本方針と具体的施策を示す
「CHUGAI DIGITAL VISION 2030」を策定しました。これまで培ってきたサイエンス力・技術力に最先端のデジタル技術を掛
け合わせ、社会を変えるヘルスケアソリューションを提供します。

デジタル技術の活用により医薬品づくりを変革、 
トップイノベーターとして実現する新たなヘルスケアソリューション

当社ホームページでは、「CHUGAI DIGITAL VISION 2030」のコンセプトムービーを公開しています。 
https://www.chugai-pharm.co.jp/profile/digital/index.html

当社は、DX戦略の基幹インフラとして、全社データ利活用基盤「Chugai.Scientific.
Infrastructure（CSI）」を構築しました。CSIは、当社が有する大容量のデータを部門横断的に
使えるようにし、創薬研究だけでなく、臨床開発や製造、営業マーケティングにも寄与します。
また、オープンイノベーションへの展開も見据え、2020年末までに社外の研究者と100件の
共同研究プロジェクトを運用できる研究開発環境をCSI上に整備する予定です。
ヘルスケア×デジタルによるエキサイティングな変化にご期待ください。

ヘルスケア×デジタルの基幹インフラを構築執行役員
デジタル・IT
統轄部門長
志済 聡子

CHUGAI DIGITAL VISION 2030
デジタル技術によって中外製薬のビジネスを革新し、社会を変える

ヘルスケアソリューションを提供するトップイノベーターになる

すべての
バリューチェーン効率化

デジタルを活用した
革新的な新薬創出

デジタル基盤の強化

※.Digital.transformation.for.Drug.Discovery.and.Development

3つの取組みを軸に、中外製薬にしかできない真
の個別化医療を目指します

❶..AIをはじめとした先端技術の活用による新規医
薬品候補の創出や創薬の成功確率向上といっ
た研究プロセスの劇的な変革

❷..ウェアラブルデバイス等で取得する患者さんの
生体データを基にした新たな価値の提供

❸..ゲノムデータやリアルワールドデータの解析を通
じた臨床開発プロセスの刷新

デジタルを活用した革新的な新薬創出（DxD3※）

なぜ、デジタルなのか
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特集 1 特集 2

●..COVID-19の感染拡大により、心身共に疲れや不安
を感じている人々の「心の薬」となるべく、元タカラ
ジェンヌによる元気と癒しを届けるボイスドラマ『カタ
リジェンヌ』.を、当社公式YouTubeチャンネルで配
信しています。元タカラジェンヌ24名、演出家三木
章雄氏等が在宅で作品を制作しました。

「ステイホーム」で生活されている皆様への支援

●..2020年3月5日　中華人民共和国における対策活動を支援するため、中国紅十字会へ義援金100万元の拠出を行いました。
●..2020年5月8日　富士御殿場研究所より御殿場市へ医療関連物資（防護用のレインコート等計600着）の寄付を行いました。
●..2020年6月10日　COVID-19の治療や感染予防に従事する日本国内の医療関係者の方々を支援するため、日本財団と東京
都へ総額5,000万円の寄付金の拠出を行いました。

●..2020年6月30日　医療・福祉・介護の現場で働く方々、それを支える方々などを支援するため、「かながわコロナ医療・福祉
等応援基金」へ500万円の寄付金の拠出を決定しました。

YouTube中外製薬公式チャンネルにて、
6月1日より1週間に1回配信（計10作品） 
https://www.youtube.com/user/chugaijp

●..国内従業員を対象とした勤務体制
在宅勤務可能な業務について在宅勤務を推奨しています。
通勤ラッシュのピーク時間帯を避けるため、時差出勤を推奨し
ています。

●.社内会議・出張の取扱い
テレビ・電話会議等の活用を推奨しています。
外出を伴う会議や出張については、感染防止対策に十分留意
して行います。

●.社外関係者とのイベントや会合の開催・参加
社外関係者とのイベントや会合の開催・参加については、地域ご
との状況を考慮し、感染防止対策に十分留意した上で行います。

●.感染対策の徹底
出社する場合は出社前に体温を計測し、発熱がないことを確
認しています。
通勤時、就業中はマスクを着用し、出社時の手洗い・消毒、
せきエチケットを徹底しています。

●.体調不良時の行動基準
体調不良を感じたときは、無理せず自宅にて休養します。「セロ弾きのゴーシュ」

COVID-19に関する取組み
当社は、ステークホルダーの皆様と従業員の安全を最優先に考え、各種感染拡大防止策に取り組むとともに、医薬品の安定供
給のため、国内外の状況・影響につき把握し、各機能ごとの事業継続体制や重要課題について必要な対応を進めております。
当社のミッションは、革新的な医薬品とサービスの提供を通じて新しい価値を創造し、世界の医療と人々の健康に貢献すること
です。ステークホルダーの皆様と従業員の健康と安全を確保し、患者さんへの医薬品の安定供給を最優先に取り組むと同時に、
COVID-19の感染拡大防止に注力してまいります。

従業員への対応

国・自治体・医療関係者への支援

当社医薬品の国内外での供給については、必要な対策を講じており、現時点で影響はございません。今後、感染の拡大が長期化
もしくは深刻化した場合にも、安定供給に向けた施策を実施いたします。引き続き、状況の変化を注視してまいります。

医薬品の供給体制

ステークホルダーへの取組み
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開発コード 一般名 予定適応症 ステージ（時期）
（予定）製品名／剤形 第Ⅰ相 第Ⅱ相 第Ⅲ相 申 請 承 認 発 売

がん領域
RG6268 エヌトレクチニブ

ロズリートレク／経口
非小細胞肺がん（適応拡大） （日本）

RG7446 アテゾリズマブ
テセントリク／注射

肝細胞がん（適応拡大） （日本）

非小細胞肺がん（アジュバント）（適応拡大）
非小細胞肺がん（ネオアジュバント）（適応拡大）
尿路上皮がん（適応拡大）
腎細胞がん（アジュバント）（適応拡大）
早期乳がん（適応拡大）
卵巣がん（適応拡大）
肝細胞がん（アジュバント）（適応拡大）
頭頸部がん（維持療法）（適応拡大）

RG3502 トラスツズマブ.エムタンシン
カドサイラ／注射

乳がん（アジュバント）（適応拡大）

RG435 ベバシズマブ
アバスチン／注射

肝細胞がん（適応拡大）
肝細胞がん（アジュバント）（適応拡大）
小細胞肺がん（適応拡大） （日本）

RG7596 ポラツズマブ.ベドチン
製品名未定／注射

再発または難治性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫
びまん性大細胞型B細胞リンパ腫

RG7440 イパタセルチブ塩酸塩
製品名未定／経口

前立腺がん
乳がん

RG6264 トラスツズマブ／ペルツズマブ
ハーセプチン／パージェタ／注射

乳がん（配合剤、皮下注）

AF802／ 
RG7853

アレクチニブ塩酸塩
アレセンサ／経口

非小細胞肺がん（アジュバント）（適応拡大）

RG6058 tiragolumab
製品名未定／注射

小細胞肺がん
非小細胞肺がん

OBP-301 一般名未定
製品名未定／注射

食道がん

GC33 codrituzumab
製品名未定／注射

肝細胞がん

ERY974 一般名未定
製品名未定／注射

固形がん

RG7421 コビメチニブフマル酸塩
製品名未定／経口

固形がん

RG7802 cibisatamab
製品名未定／注射

固形がん

RG7828 mosunetuzumab
製品名未定／注射

血液がん

RG6026 glofitamab
製品名未定／注射

血液がん

RG7461 一般名未定
製品名未定／注射

固形がん

AMY109 一般名未定
製品名未定／注射

固形がん

STA551 一般名未定
製品名未定／注射

固形がん

RG6171 一般名未定
製品名未定／経口

乳がん

骨・関節領域
ＥＤ-71 エルデカルシトール

エディロール／経口
骨粗鬆症 （中国）

NRD101 精製ヒアルロン酸ナトリウム
スベニール／注射

変形性膝関節症／肩関節周囲炎 （中国）

腎領域
EOS789 一般名未定

製品名未定／経口
高リン血症

自己免疫疾患領域
RG7845 fenebrutinib

製品名未定／経口
関節リウマチ

RG7880 一般名未定
製品名未定／注射

炎症性腸疾患

（RG7446との併用）

（RG7446との併用）

（RG7446との併用）

（RG7446との併用）

（RG7446との併用）

主な臨床開発の状況 （2020年7月27日現在）
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開発コード 一般名 予定適応症 ステージ（時期）
（予定）製品名／剤形 第Ⅰ相 第Ⅱ相 第Ⅲ相 申 請 承 認 発 売

神経疾患領域
SA237／ 
RG6168

サトラリズマブ
エンスプリング／注射

視神経脊髄炎スペクトラム障害 （日本）
（米国）
（欧州）

RG1450 ガンテネルマブ
製品名未定／注射

アルツハイマー病

RG6042 tominersen
製品名未定／注射

ハンチントン病

RG7916 リスジプラム
製品名未定／経口

脊髄性筋萎縮症 （Ⅱ/Ⅲ）

RG7906 ralmitaront
製品名未定／経口

統合失調症

RG7935 prasinezumab
製品名未定／注射

パーキンソン病

GYM329／
RG6237

一般名未定
製品名未定／注射

神経筋疾患

RG6100 semorinemab
製品名未定／注射

アルツハイマー病

その他の領域
MRA／ 
RG1569

トシリズマブ
アクテムラ／注射

新型コロナウイルス肺炎 （日本）

RG7716 ファリシマブ
製品名未定／注射

糖尿病黄斑浮腫
滲出型加齢黄斑変性

ACE910／ 
RG6013

エミシズマブ
ヘムライブラ／注射

後天性血友病A （日本）

SKY59／
RG6107

crovalimab
製品名未定／注射

発作性夜間ヘモグロビン尿症 （Ⅰ/Ⅱ）

NXT007 一般名未定
製品名未定／注射

血友病A （Ⅰ/Ⅱ）

PCO371 一般名未定
製品名未定／経口

副甲状腺機能低下症

AMY109 一般名未定
製品名未定／注射

子宮内膜症

各相の臨床試験は、原則として投与の開始をもって試験開始としています。　 .：2020年1月以降の進捗

主な臨床開発の状況 （2020年7月27日現在）

COVID-19に伴う肺炎の重症入院患者を対象
として、海外においてロシュ社が関節リウマチ
等の治療薬である「アクテムラ」の第Ⅲ相臨
床試験「COVACTA試験」を実施しておりま
したが、主要評価項目であるCOVID-19関連
肺炎患者の臨床状態の改善、および主要な副
次評価項目である死亡率の低下は、いずれも
達成できませんでした。
「COVACTA試験」のほかにも、COVID-19
関連肺炎患者を対象とした「アクテムラ」の.
臨床試験として、当社による国内第Ⅲ相臨床
試験「J-COVACTA試験」や、ロシュ社が.
ギリアド・サイエンシズ社と共同で抗ウイルス薬
「レムデシビル」との併用を検討する海外第Ⅲ
相臨床試験「REMDACTA試験」を実施して
おり、試験継続も含めた開発方針は今後決定
してまいります。

COVID-19に対する 
医薬品の臨床開発の状況

「アクテムラ」は炎症性サイトカインの一種であるIL-6の作用を
阻害する働きを持つ、当社創製の国産初の抗体医薬品です。
国内において、キャッスルマン病をはじめとした8つの適応症
で承認を取得しており、現在、世界110ヵ国以上で承認され
ています。2005年6月13日の発売から今年で15周年を迎え、
これを機に製品のビジュアルを一新しました。日本で生まれた

「アクテムラ」が一人でも多くの世界中の患者さんに届くように
という当社の願いと、これからも広がり続ける「アクテムラ」の
可能性を、ダイナミックかつ色彩豊かに表現しました。この中
には、「アクテムラ」製造工程に使用されるカツオなど、「アクテ
ムラ」の歴史に関連するアイテムが散りばめられています。

「アクテムラ」が
上市から15周年を
迎えました
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株式分布状況

その他法人 0.83%
金融商品取引業者 1.22%

ロシュ 59.89%
外国人 17.71%

個人・その他 3.46%

自己株式 2.10%

金融機関 14.76%

発行可能株式総数.......................................... 799,805,050株

発行済株式の総数.......................................... 559,685,889株

株主数..........................................................................25,381名

株式状況

※.当社は自己株式11,760千株を保有しておりますが、上記の大株主（上位10名）の中には含めておりません。
※.上記の「持株比率」は、発行済株式の総数から自己株式の数を控除して計算しております。
※.上記の「株主名」は、株式会社証券保管振替機構から通知された「総株主通知」に基づき記載しております。

株　主　名 持株数（千株）持株比率（%）

ROCHE.HOLDING.LTD 335,223 61.18

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 32,027 5.84

JP.MORGAN.CHASE.BANK.385632 18,981 3.46

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 16,430 2.99

STATE.STREET.BANK.AND.TRUST
COMPANY.505001 7,592 1.38

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口７） 6,778 1.23

STATE.STREET.BANK.WEST.CLIENT.
-.TREATY.505234 4,810 0.87

SSBTC.CLIENT.OMNIBUS.ACCOUNT 4,676 0.85

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 4,296 0.78

JP.MORGAN.CHASE.BANK.385781 3,711 0.67

大株主.（上位10名）

会社設立 1943年（昭和18年）3月8日

創業 1925年（大正14年）3月10日

資本金 73,201,755,723円

従業員数 7,536名（連結）

本店 東京都北区浮間五丁目 5番 1号

本社事務所 東京都中央区日本橋室町二丁目 1番 1号

会社概要

単元未満株式
買取・買増
請求制度の 

ご案内

当社株式の証券市場での取引は100株単位（1単元）となっておりますため、単元未満株式（100株未満）を市場で売買することはで
きません。このため、当社では「単元未満株式買取・買増制度」をご用意しております。単元未満株式をご所有の株主様は、是非.
買取・買増制度のご利用についてご検討くださいますようお願い申しあげます。なお、お手続きはお取引先の証券会社または三菱
UFJ信託銀行（TEL.0120-232-711）にお申し出ください。

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年3月

配当金 期末配当金受領株主確定日.毎年12月31日
中間配当金受領株主確定日.毎年..6月30日

公告 電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得な
い事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載して行います。

1単元の株式数 100株

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

（同連絡先） 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京

株主メモ

役員
取締役
代表取締役会長 小坂　達朗
代表取締役副会長 上野　幹夫
代表取締役社長 奥田　修
社外取締役 奥　　正之
社外取締役 一丸　陽一郎
社外取締役 桃井　眞里子
取締役 クリストフ・フランツ
取締役 ウィリアム・エヌ・アンダーソン
取締役 ジェイムス・エイチ・サブリィ

監査役
常勤監査役 富樫　守
常勤監査役 佐藤　篤史
社外監査役 二村　隆章
社外監査役 前田　裕子
社外監査役 増田　健一

会社の概況／株式の概況 （2020年6月30日現在／株式分割前）

用紙は、FSC®森林認証紙を使用しています。インキはVOC（揮発性有機化合物）が1%未満のノンVOC
インキを使用しています。印刷は有害物質を含む湿し水を使用しない、水なし印刷を採用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

〒 103-8324　東京都中央区日本橋室町 2-1-1
TEL.03（3281）6611（代表）
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